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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一段階の押し下げと第二段階の押し下げとが可能なシャッタ・レリーズ・ボタン，
　一定周期で被写体を撮像し，被写体像を表す画像データを出力する撮像手段，および
　上記シャッタ・レリーズ・ボタンを上記第一段階の押し下げ位置に保持するロック機構
を備え，
　上記ロック機構は，
　ディジタル・カメラのケース上面の左右方向にスライド溝が形成され，
　上記シャッタ・レリーズ・ボタンは，上記スライド溝内を通り，上記スライド溝に沿っ
て動く軸と，この軸から伸び，かつ上方に突出している突出部が形成されているスイッチ
操作部材とを有し，押しばねによって上方に付勢され，かつ上記軸のストッパがスライド
溝の周縁に当たることにより上記軸の上限位置が定められており，
　上記スイッチ操作部材の下の位置にあり，かつ上方に突出した押ボタンを備え，上記シ
ャッタ・レリーズ・ボタンの第一段階の押し下げでオンとなる第１のスイッチ，および
　上記スイッチ操作部材の下の位置にあり，かつ上方に突出した押ボタンを備え，上記シ
ャッタ・レリーズ・ボタンの第二段階の押し下げでオンとなる第２のスイッチを備え，
　上記第１のスイッチの押ボタンの上面は，上記第２のスイッチの押ボタンの上面よりも
高い位置にあり，
　上記シャッタ・レリーズ・ボタンを第一段階に押し下げた状態で上記スライド溝に沿っ
て動かすことにより，上記スイッチ操作部材の突出部が上記スライド溝の位置を過ぎて上
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記ケースの内側に当たり，上記シャッタ・レリーズ・ボタンを上記第一段階の押し下げ位
置に保持するものであり，
　上記シャッタ・レリーズ・ボタンの第一段階の押し下げがされ，上記第１のスイッチが
オンされている間，上記撮像手段から一定周期で出力される画像データを順次記録媒体に
記録するムービ画像記録制御手段，
　上記シャッタ・レリーズ・ボタンの第二段階の押し下げがあり，上記第２のスイッチが
オンとなったことに応答して，上記撮像手段から出力された画像データを上記記録媒体に
記録するスチル画像記録制御手段，
　をさらに備えたディジタル・カメラ。
【請求項２】
　上記撮像手段は，被写体を撮像し，被写体像を表す画像データを出力する固体電子撮像
素子を含むものであり，
　上記固体電子撮像素子の受光面上に被写体像を結像するための撮像レンズ，および
　上記シャッタ・レリーズ・ボタンの上記第一段階の押し下げに応答して上記受光面上に
被写体像が合焦するように上記撮像レンズの位置を調整する合焦制御手段をさらに備え，
　上記ムービ画像記録制御手段および上記スチル画像記録制御手段の少なくとも一方は，
上記合焦制御手段による合焦制御後に，上記撮像手段から出力される画像データを上記記
録媒体に記録するものである，
　請求項１に記載のディジタル・カメラ。
【請求項３】
　上記ロック機構は，上記シャッタ・レリーズ・ボタンを上記第一段階の押し下げ位置に
保持しているときに上記第２段階の押し下げが可能なものである，請求項１に記載のディ
ジタル・カメラ。
【請求項４】
　第一段階の押し下げと第二段階の押し下げとが可能なシャッタ・レリーズ・ボタン，お
よび一定周期で被写体を撮像し，被写体像を表す画像データを出力する撮像手段を備えた
ディジタル・カメラの動作制御方法において，
　ディジタル・カメラのケース上面の左右方向にスライド溝が形成され，
　上記シャッタ・レリーズ・ボタンは，上記スライド溝内を通り，上記スライド溝に沿っ
て動く軸と，この軸から伸び，かつ上方に突出している突出部が形成されているスイッチ
操作部材とを有し，押しばねによって上方に付勢され，かつ上記軸のストッパがスライド
溝の周縁に当たることにより上記軸の上限位置が定められており，
　上記スイッチ操作部材の下の位置にあり，かつ上方に突出した押ボタンを備え，上記シ
ャッタ・レリーズ・ボタンの第一段階の押し下げでオンとなり第１のスイッチ，および上
記スイッチ操作部材の下の位置にあり，かつ上方に突出した押ボタンを備え，上記シャッ
タ・レリーズ・ボタンの第二段階の押し下げでオンとなり第２のスイッチが設けられてお
り，
　上記第１のスイッチの押ボタンの上面は，上記第２のスイッチの押ボタンの上面よりも
高い位置にあり，
　上記シャッタ・レリーズ・ボタンを第一段階に押し下げた状態で上記スライド溝に沿っ
て動かすことにより，上記スイッチ操作部材の突出部が上記スライド溝の位置を過ぎて上
記ケースの内側に当たり，上記シャッタ・レリーズ・ボタンを上記第一段階の押し下げ位
置に保持し，
　上記シャッタ・レリーズ・ボタンの第一段階の押し下げがされ，上記第１のスイッチが
オンされている間，上記撮像手段から一定周期で出力される画像データを順次記録媒体に
記録し，
　上記シャッタ・レリーズ・ボタンの第二段階の押し下げがあり，上記第２のスイッチが
オンとなったことに応答して，上記撮像手段から出力された画像データを上記記録媒体に
記録する，
　ディジタル・カメラの動作制御方法。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】
この発明は，ムービ記録とスチル記録とが可能なディジタル・カメラ（撮影機能をもつ携
帯型情報機器を含む）およびその動作制御方法に関する。
【０００２】
【発明の背景】
ムービ画像の記録中にスチル画像を記録できるムービ・スチル・カメラが市販されている
。このようなムービ・スチル・カメラにおいては，たとえばモード設定スイッチによりム
ービ記録モードを設定する。ムービ記録モードが設定されているときに，シャッタ・レリ
ーズ・ボタンが押されると，その押されたタイミングでスチル画像を表す画像データが記
録媒体に記録される。また，ムービ記録モードまたはスチル記録モードを選択することが
可能なディジタル・カメラもある。
【０００３】
しかしながら，いずれのカメラであっても，ムービ画像の記録中にスチル画像を記録する
ための操作は比較的煩雑である。
【０００４】
【発明の開示】
この発明は，比較的簡単な操作でムービ画像の記録中であってもスチル画像を記録するこ
とができるようにすることを目的とする。
【０００５】
この発明によるディジタル・カメラは，第一段階の押し下げと第二段階の押し下げとが可
能なシャッタ・レリーズ・ボタン，一定周期で（連続して）被写体を撮像し，被写体像を
表す画像データを出力する撮像手段，上記シャッタ・レリーズ・ボタンの第一段階の押し
下げがされている間，上記撮像手段から一定周期で（連続して）出力される画像データを
記録媒体に順次記録するムービ画像記録制御手段，および上記シャッタ・レリーズ・ボタ
ンの第二段階の押し下げがあったことに応答して，その後に上記撮像手段から出力された
画像データ（一般には１駒分）を上記記録媒体に記録するスチル画像記録制御手段を備え
ていることを特徴とする。
【０００６】
この発明は，上記カメラに適した動作制御方法も提供している。すなわち，この方法は，
第一段階の押し下げと第二段階の押し下げとが可能なシャッタ・レリーズ・ボタン，およ
び一定周期で被写体を撮像し，被写体像を表す画像データを出力する撮像手段を備えたデ
ィジタル・カメラにおいて，上記シャッタ・レリーズ・ボタンの第一段階の押し下げがさ
れている間，上記撮像手段から一定周期で出力される画像データを順次記録媒体に記録し
，上記シャッタ・レリーズ・ボタンの第二段階の押し下げがあったことに応答して，上記
撮像手段から出力された１駒分の画像データを上記記録媒体に記録するものである。
【０００７】
この発明によると，第一段階の押し下げと第二段階の押し下げとが可能なシャッタ・レリ
ーズ・ボタンが設けられている。上記シャッタ・レリーズ・ボタンの第一段階の押し下げ
でムービ画像を表す画像データが上記記録媒体に記録され，第二段階の押し下げでスチル
画像を表す画像データが上記記録媒体に記録される。
【０００８】
上記シャッタ・レリーズ・ボタンの押し下げの段階を変えるだけで，ムービ画像の記録と
スチル画像の記録とを切換えることができるようになる。比較的簡単な操作でムービ画像
の記録とスチル画像の記録とを制御することができる。
【０００９】
一実施態様では，シャッタ・レリーズ・ボタンの第一段階の押下げを検知する第１の検知
手段（検知スイッチ）およびシャッタ・レリーズ・ボタンの第二段階の押下げを検知する
第２の検知手段（検知スイッチ）が設けられる。
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【００１０】
好ましい実施態様では，上記第一段階の押し下げ位置に上記シャッタ・レリーズ・ボタン
を保持するロック機構がさらに設けられる。たとえば，シャッタ・レリーズ・ボタンを摺
動自在かつ押下げ自在に案内する部材と，シャッタ・レリーズ・ボタンをその押下げに抗
して付勢する部材（ばね）と，付勢部材の付勢力に抗してシャッタ・レリーズ・ボタンを
初期位置に保持するストッパ部材と，シャッタ・レリーズ・ボタンが第一段階押下げられ
た状態で摺動させられたときにシャッタ・レリーズ・ボタンを第一段階押下げられた位置
に保持する係合部材とが設けられる。第１の検知手段はシャッタ・レリーズ・ボタンの第
一段階の押下げを検知し続けることになる。
【００１１】
上記ロック機構により上記シャッタ・レリーズ・ボタンが上記第一段階の位置の保持され
るので，ユーザは，上記シャッタ・レリーズ・ボタンを上記第一段階の位置に保持される
ように押さえておく必要がない。
【００１２】
上記ロック機構は，上記第一段階の押し下げ位置に上記シャッタ・レリーズ・ボタンを保
持しているときに上記第二段階の押し下げが可能なことが好ましい。
【００１３】
たとえば，シャッタ・レリーズ・ボタンが摺動させられた位置において，シャッタ・レリ
ーズ・ボタンの第二段階の押下げを許す。第２の検知手段はシャッタ・レリーズ・ボタン
の第二段階の押下げを検知する。
【００１４】
さらに他の実施態様では，上記撮像手段は，被写体を撮像し，被写体像を表す画像データ
を出力する固体電子撮像素子を含む。上記固体電子撮像素子の受光面上に被写体像を結像
するための撮像レンズ，および上記シャッタ・レリーズ・ボタンの上記第一段階の押し下
げに応答して上記受光面上に被写体像が合焦するように上記撮像レンズの位置を調整する
合焦制御手段をさらに備えるとよい。この場合には，上記ムービ画像記録制御手段および
上記スチル画像記録制御手段の少なくとも一方は，上記合焦制御手段による合焦制御後に
，上記撮像手段から出力される画像データを上記記録媒体に記録するものとなろう。
【００１５】
上記合焦制御後に画像データが上記記録媒体に記録されるので，上記記録媒体に記録され
た画像データによって画像（ムービ画像およびスチル画像のいずれも含む）は，ピントの
あっているものとなる。
【００１６】
好ましい実施態様では，上記合焦制御手段による合焦制御が終了した時点から一定時間を
計時する手段を備え，一定時間が計時されたときにムービ画像記録制御手段を動作させる
。ムービ画像の記録が不要の場合には，シャッタ・レリーズ・ボタンの第一段階の押下げ
を行い，合焦制御が終了したのちに上記の一定時間が経過する前に第二段階の押下げを行
なえばよい。そうすると，スチル画像記録制御手段が動作を開始して，スチル画像の記録
が行なわれる。好ましくは，合焦が完了したことを表示する。
【００１７】
【実施例の説明】
図１は，この発明の実施例を示すもので，ムービ記録が可能なディジタル・スチル・カメ
ラの電気的構成を示すブロック図である。
【００１８】
ディジタル・スチル・カメラの全体の動作は，ＣＰＵ15によって統括される。
【００１９】
ディジタル・スチル・カメラには，二段ストローク・タイプのシャッタ・レリーズ・ボタ
ン16を含むシャッタ装置17が設けられている。シャッタ・レリーズ・ボタン16の第一段階
の押し下げを示す信号Ｓ１および第二段階の押し下げを示す信号Ｓ２は，シャッタ装置17
からＣＰＵ15に与えられる。後述するように，この実施例におけるディジタル・スチル・
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カメラにおいては，シャッタ・レリーズ・ボタン16の第一段階の押し下げに応答して，ム
ービ記録モードとなりムービ記録が行われ，シャッタ・レリーズ・ボタン16の第二段階の
押し下げに応答して，スチル記録モードとなりスチル記録が行われる。
【００２０】
ディジタル・スチル・カメラには，電源のオン，オフ，撮像モード，再生モードの設定な
どを含む各指令を与えるための操作スイッチ14も含まれている。この操作スイッチ14から
出力される信号もＣＰＵ15に与えられる。
【００２１】
さらに，ディジタル・スチル・カメラには，ストロボ撮影が可能なようにストロボ装置13
が含まれている。
【００２２】
ディジタル・スチル・カメラには，信号発生回路12が含まれており，この信号発生回路12
により各種回路に必要なクロック信号，同期信号などが生成される。
【００２３】
操作スイッチ14により撮像モードが設定されると，ズーム・レンズ１により，被写体像を
表す光像が絞り２を介してＣＣＤ３の受光面上に結像する。ＣＣＤ３から被写体像を表す
映像信号が周期的に（たとえば，１／60秒周期で）出力される。
【００２４】
映像信号は，アナログ映像信号処理回路４に入力する。アナログ映像信号処理回路４にお
いて，白バランス調整などのアナログ信号処理が行われる。アナログ映像信号処理回路４
から出力された映像信号は，アナログ／ディジタル変換回路５においてディジタル画像デ
ータに変換される。変換されたディジタル画像データは，ディジタル信号処理回路６に与
えられる。ディジタル信号処理回路６において，ガンマ補正処理などのディジタル信号処
理が行われる。
【００２５】
ディジタル信号処理回路６から出力された画像データは，ＮＴＳＣ信号処理回路７に与え
られる。このＮＴＳＣ信号処理回路７において，ＮＴＳＣ方式の映像信号を生成するため
の信号処理が行われる。ＮＴＳＣ信号処理回路７から出力された映像信号が液晶表示装置
８に与えられ，被写体像がムービで表示される。
【００２６】
シャッタ・レリーズ・ボタン16の第一段階の押し下げがあると（ムービ記録モード），Ｃ
ＰＵ15の制御の下に，ディジタル信号処理回路６から出力されるディジタル画像データは
，メモリ９を通過して，圧縮／伸長回路10において，ムービ用に圧縮（たとえば，ＭＰＥ
Ｇ（moving picture experts group）にもとづく圧縮）される。圧縮された画像データが
ムービ画像データとしてメモリ・カード11に記録される。このムービ画像データのメモリ
・カード11への記録は一定周期（上記の１／60秒周期）で，シャッタ・レリーズ・ボタン
16が第一段階の位置に押し下げられている間，続行される。したがって，メモリ・カード
11には，一般には連続する複数駒分の圧縮画像データが順次記録されることになる。
【００２７】
シャッタ・レリーズ・ボタン16の第二段階の押し下げがあると，その押し下げがあった後
に最初にＣＣＤ３から出力される１駒分の映像信号が画像データに変換され，メモリ９に
一時的に記憶される。画像データは，メモリ９から読み出され，圧縮／伸長回路10におい
てスチル用に圧縮（たとえば，ＪＰＥＧ（joint photographic coding experts group ）
にもとづく圧縮）される。圧縮された画像データがスチル画像データとしてメモリ・カー
ド11に記録される。
【００２８】
この実施例によるディジタル・スチル・カメラは，再生機能も有している。
【００２９】
操作スイッチ14により再生モードが設定されると，液晶表示装置８の表示画面にはメモリ
・カード11に記録されているムービ画像データ・ファイルおよびスチル画像データ・ファ
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イルのアイコンが表示される。ムービ画像ファイルが操作スイッチ14により指定されると
，対応するムービ画像データがメモリ・カード11から読み出される。スチル画像ファイル
が操作スイッチ14により指定されると，対応するスチル画像データがメモリ・カード11か
ら読み出される。
【００３０】
ムービ画像データはメモリ・カード11から一定周期（１／60秒）で１駒分ずつ読み出され
，圧縮／伸長回路10においてムービの伸長処理（たとえばＭＰＥＧにもとづく伸張処理）
が順次行われ，メモリ９に記録される。伸長されたムービ用の画像データはメモリ９から
読出され，ディジタル信号処理回路６およびＮＴＳＣ信号処理回路７を通して液晶表示装
置８に与えられることにより，メモリ・カード11に記録されている画像データによって表
される動画が表示されることとなる。
【００３１】
メモリ・カード11からスチル画像データが読み出されると圧縮／伸長回路10においてスチ
ル伸長処理（たとえばＪＰＥＧにもとづく伸張処理）が行われ，メモリ９に記録される伸
長されたスチル画像データは，メモリ９からディジタル信号処理回路６およびＮＴＳＣ信
号処理回路７を介して液晶表示装置８に与えられる。液晶表示装置８の表示画面上にメモ
リ・カード11に記録されている画像データによって表されるスチル画が表示されることと
なる。
【００３２】
図２は，ディジタル・スチル・カメラの処理手順を示すフローチャートである。
【００３３】
ユーザの指によってシャッタ・レリーズ・ボタン16の第一段階の押し下げ（Ｓ１オン）が
あったかどうかが確認される（ステップ20）。第一段階の押し下げがあると（ステップ20
でＹＥＳ），被写体像がＣＣＤ３の受光面上で合焦するようにズーム・レンズ１が調整さ
れる（ステップ21）。たとえば，距離センサ（図示略）により得られる被写体までの距離
にもとづいた合焦処理が行われる。
【００３４】
合焦処理が終了すると，その合焦処理の終了から第一段階の押し下げ時間が計測される。
その第一段階の押下げが一定時間以上（たとえば0.3 秒以上）あるかどうかが判定される
（ステップ22）。
【００３５】
シャッタ・レリーズ・ボタン16の第一段階の押し下げが一定時間以上あると（ステップ22
でＹＥＳ），上述のようにしてムービ記録が開始され（ステップ23），被写体の撮像によ
って得られたムービ画像データがメモリ・カード11に記録されることととなる。
【００３６】
シャッタ・レリーズ・ボタン16がさらに押し下げられずに，シャッタ・レリーズ・ボタン
16からユーザの指が離れると（Ｓ１オフ），ムービ画像データのメモリ・カード11への記
録が終了する（ステップ27）。
【００３７】
シャッタ・レリーズ・ボタン16の第一段階が押し下げられているときに（ステップ24でＮ
Ｏ），さらに第二段階の押し下げがあると（ステップ25でＹＥＳ），スチルの記録指令と
判定され，上述のようにしてスチル記録が行われ，スチル用の画像データがメモリ・カー
ド11に記録される（ステップ26）。
【００３８】
このようにして，シャッタ・レリーズ・ボタン16の押し下げ段階に応じてムービ記録とス
チル記録とを切り換えることができる。比較的簡単に，スチルの記録指令とムービの記録
指令とをカメラに与えることができるようになる。
【００３９】
シャッタ・レリーズ・ボタン16の第一段階の押し下げがあったときであっても（ステップ
20でＹＥＳ），その第一段階の押し下げが一定時間以上で無ければ（ステップ22でＮＯ）
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，ムービ記録は行われない。シャッタ・レリーズ・ボタン16の第二段階の押し下げに応答
して（ステップ28でＹＥＳ），スチル記録が行われる（ステップ29）。したがって，ムー
ビ記録をしないで合焦処理ののちスチル記録を行うことができる。
【００４０】
シャッタ・レリーズ・ボタン16の第一段階が押し下げられた状態か，第二段階が押し下げ
られた状態か，押し下げが無い状態かを区別して表示する表示ランプ（または，液晶表示
ビューファインダの画面に表示する）などをカメラに設けることが好ましい。表示ランプ
を見ることにより，シャッタ・レリーズ・ボタン16の第一段階が押し下げられている状態
か（ムービ記録されている状態を含む），シャッタ・レリーズ・ボタン16の第二段階が押
し下げられている状態か，すなわち，スチル記録されている状態かどうかを比較的簡単に
知ることができる。シャッタ・レリーズ・ボタン16の第一段階の押し下げ状態のうちで，
特にムービ記録が行なわれていることを明示的に表示することが好ましい。
【００４１】
上述の実施例においては，ムービ記録とスチル記録とで圧縮の方式を変えていたが，圧縮
自体を行わなくともよい。シャッタ・レリーズ・ボタン16の第一段階の押し下げがある間
，ＣＣＤ３から周期的に出力される映像信号にもとづく画像データを複数駒分についてメ
モリ・カード11に記録すればムービ記録であるということができ，シャッタ・レリーズ・
ボタン16の第二段階の押し下げ後に最初に（スチル記録可能な最初の）ＣＣＤ３から出力
される一駒の画像を表す映像信号にもとづく画像データをメモリ・カード11に記録すれば
スチル記録であるということができる。
【００４２】
図３から図６は，シャッタ装置17の構造を示している。これらの図を参照した説明におい
て，上，下，左，右とはディジタル・スチル・カメラをかまえて被写体を撮影するときの
カメラの姿勢を基準とする。
【００４３】
図３は，ディジタル・スチル・カメラを背面からみた場合における平面図の右側部分を示
している。図４は，図３のIV－IV線に沿う断面図を示している。
【００４４】
ディジタル・スチル・カメラのケース61の上面の右側部分には，左右方向にスライド（摺
動）溝63が形成されている。このスライド溝63の半分程度の深さの部分において，スライ
ド構63の周囲にスライド凹部62が形成されている。凹部62の幅および長さは溝13よりも大
きい。
【００４５】
シャッタ・レリーズ・ボタン16は，軸33と，この軸33の外端に設けられた頭部31を含む。
軸33は溝63内をゆるく通っている。したがって軸33は溝63に沿って動くことができる。
【００４６】
頭部31の上面の左側の部分は，右側の部分よりも高く形成され，右側から左側に向かうに
したがって上方に滑らかに反っている。したがって，指で頭部31を左側に動かしやすくな
っている。凹部62は頭部31がゆるく入ることができる程度の幅を持っている。したがって
，後述するように，シャッタ・レリーズ・ボタン16が押し下げられた状態で，頭部31は凹
部62に沿って移動自在である。頭部31は溝63の幅よりも大きい。
【００４７】
軸33のほぼ中央にはスイッチ操作部材34が一体的に形成され，左側に伸びている。操作部
材34には，その先端近傍において上方に突出している突出部36が形成されている。操作部
材34の上の位置において軸33にはストッパ32がはめ込められ，固定されている。軸33の下
端付近には押えリング38が固定されている。この押えリング38とケース61内に設けられた
基板42との間において，押しばね（コイルばね）41が軸33の下端部に設けられている。し
たがって，軸33は押しばね41によって常に上方に付勢されている。通常は，ストッパ32が
溝63の周縁に当ることにより，軸33（シャッタ・レリーズ・ボタン16）の上限位置が定め
られている。
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【００４８】
基板42上には２つの第１の押ボタン・スイッチ51および第２の押ボタン・スイッチ53が固
定されている。これらのスイッチ51と53は操作部材34の真下の位置にその長手方向に軸33
から遠ざかる方向にスイッチ53，51の順に配列されている。スイッチ51および53は上方に
突出した押ボタン52および54を備えている。
【００４９】
第一のスイッチ51のボタン52の上面の方が第二のスイッチ回路53のボタン54の上面よりも
高い位置にある。したがって，シャッタ・レリーズ・ボタン16が下側に押されたときに（
第一段階の押下げ），操作部材34の先端部35により，まず第一のスイッチ51がオンとされ
信号Ｓ１が出力される。さらに，シャッタ・レリーズ・ボタン16が押下げられると（第二
段階の押下げ）第二のスイッチ53がオンとなり，信号Ｓ２が出力される。
【００５０】
シャッタ・レリーズ・ボタン16が押し下げられていない状態（初期状態）では，図４に示
すように操作部材34は第１の押ボタン・スイッチ51の押ボタン52第および２の押ボタン・
スイッチ53の押ボタン54のいずれにもふれていない。このために第１の押ボタン・スイッ
チ51および第２の押ボタン・スイッチ53のいずれもオフとなっている。
【００５１】
図５はシャッタ・レリーズ・ボタン16が第一段階に押し下げられている状態（Ｓ１オン）
を示している。
【００５２】
初期状態となっているときに，頭部31が押されると，操作部材34の先端部35によって第１
の押ボタン・スイッチ51のボタン52が押される。この結果，第１の押ボタン・スイッチ51
がオンとなり，シャッタ・レリーズ・ボタン16の第一段階の押し下げを示す信号Ｓ１が出
力される。さらに，頭部31が押されると，操作部材34によって第１の押ボタン・スイッチ
51のボタン52および第２の押ボタン・スイッチ53のボタン54のいずれもが押される。第２
の押ボタン・スイッチ53からシャッタ・レリーズ・ボタン16の第二段階の押し下げを示す
信号Ｓ２が出力される。
【００５３】
図６は，シャッタ・レリーズ・ボタン16がロックされている状態を示している。
【００５４】
シャッタ・レリーズ・ボタン16を第一段階に押し下げた状態で左側に動かすと，操作部材
34の突出部36がスライド溝63の位置を過ぎてカメラのケース61の内側に当り，シャッタ・
レリーズ・ボタン16は第一段階の押下げられた状態に保持される。操作部材34の先端部35
の下側の部分により第１の押ボタン・スイッチ51のボタン52が押さた状態に保持され，第
１の押ボタン・スイッチ51はオン状態を継続する。したがって，ユーザの指が頭部31から
外されても第１の押ボタン・スイッチ51はオンとなったまま保持される。ユーザの指が頭
部31から外されてもムービ記録を続けることができる。
【００５５】
スチル記録を行うときには，頭部31がさらに押される。すると，係合部材34により第２の
押ボタン・スイッチ53がオンとなる。
【００５６】
シャッタ・レリーズ・ボタン16を右側に動かすことにより，ロック状態は外れ，指を頭部
31から外すことにより，第１の押ボタン・スイッチ51および第２の押ボタン・スイッチ53
はオフとなる。
【図面の簡単な説明】
【図１】ディジタル・スチル・カメラの電気的構成を示すブロック図である。
【図２】ディジタル・スチル・カメラの処理手順を示すフローチャートである。
【図３】ディジタル・スチル・カメラのシャッタ装置の平面図の一部を示している。
【図４】図３のIV－IV線に沿う断面図の一部を示している。
【図５】図３のIV－IV線に沿う断面図の一部を示している。
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【図６】図３のIV－IV線に沿う断面図の一部を示している。
【符号の説明】
１　ズーム・レンズ
３　ＣＣＤ
11　メモリ・カード
15　ＣＰＵ
16　シャッタ・レリーズ・ボタン
30　押し下げ部材
34　係合部材
51　第１の押ボタン・スイッチ
53　第２の押ボタン・スイッチ

【図１】 【図２】



(10) JP 4718665 B2 2011.7.6

【図３】
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【図５】

【図６】
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